
一般質問｜要点資料

不登校支援
令和5年9月定例会

中心メッセージ
学校復帰だけを目標にせず、本人が望む学び・居場所・社会との接点へ、孤立させずにつなぐ支援へ。

増加

直近3年
70人→96人→129人

初期対応

欠席1・2・3日で
連絡・訪問・チーム支援

個別支援

相談・別室・訪問・
オンライン等を組み合わせる

目標

復帰だけでなく
一人一人の社会的自立

問題

不登校児童生徒は直近3年で70人、96
人、129人と増加。背景や必要な支援は
一人一人異なります。

質問

欠席時の初動、学習支援、学校外の居場所
、多様な支援、社会的自立の考え方を確認
しました。

市の答え

欠席1日目から連絡し、3日目には家庭訪
問とチーム支援。以後は個別に相談・学習
・訪問等を組み合わせます。

最重要の到達点 『相談先を案内した』で終わらず、本人が希望する学び・居場所・社会との接点につながったかを確認する。

議事から見える支援｜決定・課題・提案を区別

実施中
相談員、登校支援員、心理相談、訪問支援、やまびこ学級、県・民間施設との連携。

市の施設
学校外の市設置施設は、教育センター内の『やまびこ学級』1か所。

市の認識
県・民間も案内し、本人の多様なニーズに応える支援の在り方を探る。

未決定・課題
社会的自立に一律の基準はなく、初期対応後も孤立や支援の抜けが生じない確認が必要。

提案・今後
民間施設等への支援拡充と、児童生徒の関心を生かした学びの選択肢を求めました。

出典：令和5年9月定例会 正式会議録（不登校に関する質疑） 崎尾亮介 活動サイト


